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手術前プレパレーションについて病棟看護師が何を重視しているか、認識の実態調査をしたい。

当院において、年々骨折発生が増加している。骨折の約８割が受傷起点を特定できないことか
ら、日常的に行っている看護ケア行為が骨折に影響し、看護ケアの場面における受傷リスクが
高いのではないかと推測できる。しかし、看護ケア行為が骨折に影響しているという先行研究は
なく、常に緊張感を持ち愛護的なケアを提供するしかない現状がある。そこで、重症心身障害者
の骨折に影響する看護ケア行為の場面と頻度について調査し、骨折発生率と関連性を考察し、
骨折予防に向けた安全な看護行為を検討したい。

本研究の目的は、希少てんかん（難治のてんかんを伴う希少代謝性疾患や染色体異常等を含
む）を全国規模で集積し、病態、発達、併存障害、治療反応、社会生活状態、死亡に関する疫学
的な根拠を得ることである。


